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□ごあいさつ

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　環境保全への行動指針

１ ．環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

２ ．創意工夫による省エネルギー等により二酸化炭素排出量の削減に努めます。

３ ．廃棄物の発生抑制につとめ、建設副産物のリサイクル率の向上に努めます。

４ ．適正な利用により水使用量の削減に努めます。

５ ．舗装材やアスファルトプライマーなど適正管理に努めます。

６ ．環境に配慮した工事に努めます。

７ ．協力会社も含めた安全と環境保全活動の周知徹底を行います。

８ ．地域や関係団体の環境貢献活動に積極的に参加します。

 岩本 達之

環 境 経 営 方 針

土木事業は社会資本整備の担い手であるとともに、災害発生時にはいち早く現場に駆け付
け、 応急復旧対応に当たるなど、地域の基幹インフラの維持、社会的責任と使命を強く認
識しております。国・地方自治体との災害協定に基づき、災害発生時には、住民の安全・
安心を確保するため応急復旧活動に取り組んでいます。
社会基盤の持続的・安定的な整備と環境保全の必要性を常に考え、社業に邁進していきま
す。

代表取締役社長

災害時にもいち早く現場に駆け付け、被害を最小限にくいとめ、地域住民の安全を守る。
地域を熟知し、地域のための地道な社会貢献活動を継続しています。
本業である土木工事を通じて、地球温暖化問題への取り組みや地域の環境活動に自主的・積極
的に取り組みます。
「国土の保全」「地域の安全・防災」「利便性の高い暮らし」等を実現し、環境保全活動への
さらなる貢献に、従業員一丸となって継続的に改善活動に取り組んでまいります。

制定日： 2022年7月1日

2



（１） 名称及び代表者名
株式会社大金建設
代表取締役社長　 岩本 達之

（２） 所在地
本社・倉庫 大阪府箕面市粟生間谷東３丁目６番６号
資材置場 大阪府箕面市粟生間谷東３丁目１１４-１

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 岩本 達之 TEL：072-729-2225
担当者 総務 山下 尚美 TEL：072-729-2225

Email:soumu-dk@jcom.zaq.ne.jp

（４） 事業内容
土木工事業、水道施設工事業

（５） 事業の規模
創業　 昭和４２年４月
資本金 ４千万円
売上高 ４億２千万円　(2022年度実績)

従業員　　　　　名 名 名 名
延べ床面積　　　㎡ ㎡ ㎡ ㎡

0.7㎥バックホー 台 軽ワンボックス車 台
0.2㎥バックホー 台 営業車 台
0.1㎥バックホー 台
3tダンプ 台
2tダンプ 台

（６） 事業年度 7 月 1 日～ 6 月 30 日

□認証・登録の対象組織・活動

登録組織名： 株式会社大金建設
対象事業所： 本社・倉庫、資材置場

活動： 土木工事業、水道施設工事業

組 織 の 概 要

2
2

車種 台数
4
4

1

7 0

車種 台数
1

合計

545

※産業廃棄物収集運搬業の許可を保有しています、自社運搬に備えて保有しているもの
で業としては行っていません。

7
941396

本社・倉庫 資材置場

1

主な建設機械及び車両
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□事業の紹介　　　さまざまな土木事業を行っています

淀川水系裏川5号砂防ダム 淀川水系裏川8号砂防ダム

国分公園都市モノレール支柱建設工事（西センター駅工区）

安威川ダム 安威地区左岸道路法面対策等工事
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更新日：

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理
・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

・環境経営目標・環境経営計画書を確認

・環境活動の取組結果を代表者へ報告

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口
・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

各部門長 ・自部門における環境経営方針の周知
・自部門の従業員に対する教育訓練の実施
・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成

・環境管理責任者の補佐、の事務局
・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施
・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成

役割・責任・権限
代表者（社長） ・環境経営に関する統括責任

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備
・環境管理責任者を任命
・環境経営方針の策定・見直し
・環境経営目標・環境経営計画書を承認
・代表者による全体の評価と見直し、指示
・環境経営レポートの承認

環境管理責任者

環境経営組織及び役割・責任・権限

・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

社長　岩本 達之

山下 尚美

環境管理 責任者

環境事務局

・環境活動の実績集計

・試行・訓練を実施、記録の作成

代表者

・環境経営システムの構築、実施、管理
・環境関連法規等の取りまとめ表を承認

・自部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施

社長　岩本 達之

・環境経営レポートの確認
環境事務局

全従業員

2022年7月1日

事務部  工事部 工事現場

全従業員
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□許可の内容

　　建設業許可の内容

　　産業廃棄物収集運搬業許可の内容

燃
え
殻

汚
泥

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク

木
く
ず

紙
く
ず

繊
維
く
ず

ゴ
ム
く
ず

ガ
ラ
ス
・
コ
ン
ク
リ
ー

ト
・
陶
器
く
ず

が
れ
き
類

廃
油

廃
酸

廃
ア
ル
カ
リ

金
属
く
ず

動
植
物
性
残
さ

鉱
さ
い

無 ○ ○

備　　　考

土木工事業　舗装工事業　

建築工事業

許可番号許可区域

大阪府 令和7年6月18日

令和7年9月13日

許可年月日 許可有効年月日

許可区域 許可番号 許可年月日 許可有効年月日

積
替
保
管

廃棄物の種類

大阪府 第02700072197 令和2年9月14日

(特-2)第2687号 令和2年6月19日

大阪府 (特-2)第2687号 令和3年3月26日 令和8年3月25日 とび・土工工事業、石工事業、鋼構造物工事
業、しゅんせつ工事業、塗装工事業、水道施設
工事業

大阪府 (般-2)第2687号 令和2年6月19日 令和7年6月18日
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✕

〇

〇
✕
〇
〇

✕
〇
〇
〇
〇
〇

〇

〇
〇
〇

※ 今回の活動期間は2022年7月1日～2022年10月31日です。
※　化学物質の使用はありません。
※　電力の排出係数は関西電力2020年度調整後係数　0.351kg-CO2/ｋWhを使用した。

※　建設副産物の再資源化率：再資源化量(46,500kg)/発生量(46,500kg)=100%

数値目標：○達成　×未達成

活動：〇よくできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減（事業所）

取組紹介欄

2021年

2022年

環境経営目標及びその実績

環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の計画

取組期間は電力の削減は達成できました。本年度は不要照明の
消灯徹底をさらに推進していきます。

活動期間 77

737
773768 497

722 5426491,194 1,245
735 589

11月

80%

取組期間7月～10月

1,452 1,275

95%

44,184

80%

1,106

○

0
24%

取組結果とその評価、本年度の取組内容

90%

・LED灯への取替

720
530 679 1,027

・空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２０℃） ○

155 109

基準年度比

145

3月2月1月

771

達成状況

数値目標

10月

732

216

70%

100%

27,394

73,262

69,830

80%

97%

70,558

209

74,025

34,242 30,818

15,652

54

96%

720 527

2,419

72,740 71,285

70% 93% 90%

80%

23,969

58%

取組結果とその評価

29
142

7月 8月
821

9月 6月12月

○

5月4月

kg

kg-CO2 46,954

一般廃棄物の削減
kg 232 220

90%基準年度比

上記二酸化炭素排出量
合計(活動期間）

46,015

基準年度比

98%

自動車燃料による二酸
化炭素削減

混合廃棄物の削減

取り組み計画 達成状況

2022年度

2021年

水使用量の削減 ㎥

kg-CO2
活動期間

73

基準年度比 98%

行動目標（次項による）

2,688

活動期間 50 49

環境に配慮した工事の
推進

158

96%

電力による二酸化炭素
削減（事業所）

建設副産物の再資源化
率の向上

%

活動期間
8,110

92%

・不要照明の消灯 △
・ノー残業デーの実施

〇

80%

97%

3,467 3,431
活動期間 2,770 2,715 972

3,574 3,503

43,300 14,680

2024年度

（目標）

33%

基準年度比 98% 35%

活動期間の二酸化炭素排出量総計は16,399kg-CO2となります。（上の表には建設現場の電力使用量によ
る747kg-CO2は含まれていないため）

※　

中段：活動期間集計値

kg-CO2

2023年度

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

2021年度

（基準値) （目標） （実績） （目標）

評
価

上段：通期

8,828

0

500

1,000

1,500

2,000

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

事業所電力（kWh） 2021年 2022年
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自動車燃料による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2021年

2022年

取組紹介欄

2021年

2022年

一般廃棄物の削減

取組紹介欄

2021年

2022年

7月

・効率的なルートで運搬

達成状況

894 913 851 417 757 494

12

5月

8月 2月

728
493 544532 509 395
538

13

7月
1,043

18 20 21

4,216

12 15
17

4月
22 22

取組期間ではゴミの分別やリサイクルを意識した成果で目標に
達する事ができた。今後も引き続きゴミの削減に努めます。

1月

取組期間ではエコドライブや適切なルートでの現場到着ができ
たが、工事建設機械のアイドリングの徹底ができなかったので
本年度の徹底を目指します。

・エコドライブの徹底

18

6月

16

2月

19 16 22

562 541
481

710

○

484
728 711

6月
17

・梱包材の再利用

7月 8月 10月 11月

3月

・分別の徹底 ○

10月 11月 12月 1月

1,255
725

取組結果とその評価、次年度の取組内容

4月

835 282

5月 6月3月

1,355 981 701

○

9月

2,682 2,563 4,619

・工事車両のアイドリング管理 △

数値目標 〇

610
12月

501

○

13

500 719 461

・シュレッダー廃紙のリサイクル化 △

12月

14

1,957
1,876 625 1,829 1,336

取組結果とその評価、次年度の取組内容

819

1月 2月 3月

12

8月 9月 10月 11月

13

4月 5月
845

〇

9月

・帳票見直しによる印刷物の削減 ○

18

達成状況

数値目標

0

500

1,000

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

ガソリン（L） 2021年 2022年

0

2,000

4,000

6,000

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

軽油（L） 2021年 2022年

0

10

20

30

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

一般廃棄物（kg） 2021年 2022年
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混合廃棄物の削減

取組紹介欄

2021年

2022年

建設副産物の再資源化率の向上

水使用量の削減

2021年

2022年

グリーン購入の推進

環境に配慮した工事の推進

今期は建設副産物の再資源化目標を100%達成できました。本年
度も引き続き達成を目指します。

324 1,488
860 0

12 15 15 13

120 0
0 02,970

6月
594

・リサイクル業者の開拓 ○

・作業ミスによる廃棄量の削減

8月 9月

○

11月
1,488 0 1,200

3月
594

取組結果とその評価、次年度の取組内容

0

達成状況

数値目標 〇

12月 4月

取組期間は混合廃棄物の排出がなく、目標を達成することがで
きた。今後も引き続き削減に努めます。

2月1月

#REF!

1214
11月9月

取組結果とその評価、次年度の取組内容

0

14
4月 5月

取組期間の目標は達成しました。今後も節水を行い本年度の達
成を目指します。

12月 1月
14

0 16 11
11
10月

13
2月 3月 6月

○

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

11 9 9 10 9 11 10

・省エネ性能の高い電気製品の購入 ○

13 0

・分別の徹底

・素材別ボックスの設置 △

10月
28,140

○
0 　

0

0 0 0 0 0

達成状況

○

0

数値目標 〇

・作業ミスの防止 ○
・近隣住民への対策

今期の目標は達成でした。引き続き本年度の達成を目指します。

取組期間では汚濁水発生、油流出事故もありませんでした。又、環境配慮建設機械を使用しました。今後も注意して工事を行います。

○
・廃棄物の再資源化の推進（別項目で実
施）

・工事の効率化

○
・燃費のよい自動車の採用 ○
・事務用品グリーン購入

△

・こまめに水を止める

○

・漏水点検 ○

0

・節水シールの貼り付けとポスター掲示

14 11

0

7月 8月

数値目標 〇

○・再資源化先の開拓

取組結果とその評価、次年度の取組内容

0

7月

4,280
0

5月

達成状況

0

5

10

15

20

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

水使用量（㎥） 2021年 2022年

0

10,000

20,000

30,000

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

混合廃棄物（ｋｇ） 2021年 2022年

9



土木工事の紹介

楽しさと触れ合うアメニティの創造や文化財の調査に貢献しています

◆箕面川親水公園芝生広場整備工事

◆庄田遺跡発掘調査に伴う工事

◆淀川水系 山畑川砂防堰堤工事（第８期）

◆（彩都）西部中央公園整備工事

◆一般国道423号第101号災害復旧工事
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法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

緊急事態の想定： 火災の発生
■実施日： ■実施場所：

■参加者： ■実施内容：

■評価： 手順書の変更の必要性□ あり ☑ なし

■実施状況の様子

消火器の使用方法が習熟できた。

なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。外部からの環境上の苦情・要請等もありませんでした。

環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無

適用される法規制

確認日：2022年10月31日

業務用空調機、建設機械の簡易点検

特定建設作業の届出

解体工事による大気環境中へのアスベスト飛散防止対策、事前調査等
特定建設作業の届出

フロン排出抑制法

廃棄物処理法

事故時の処置

騒音規制法

振動規制法

水質汚濁防止法

建設リサイクル法

廃棄物の保管基準遵守、マニフェストの適正管理

分別解体等及び再資源化等の実施義務

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

特定家庭用機器のリサイクル

小量危険物の保管消防法

大気汚染防止法

・火災を想定しての消火訓練。

全従業員

2022/10/28 倉庫

・通報訓練、消火訓練、避難訓練

緊急事態対応の試行・訓練

家電リサイクル法

適用される事項（施設・物質・事業活動等）
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実施日：

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり
環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり 実績を踏まえて見直す

実施体制 ☑ 変更なし □ 変更あり

□編集後記

今回から初めて取組みましたので、環境目標や負荷を実感できました。さらなる環境経営を推進してまいり
ます。

これまでの環境活動の紹介

2022年10月31日
　本格的に取組を開始した7月からは、電力、ガソリン、軽油の使用量、廃棄物リサイクル率、一般廃棄物排
出量、水使用量の何れも目標達成となっている。
　今後も引き続き現在の取組を継続していき、通年での目標達成を目指す。

　気候変動対策世界ランキングで日本は６０ヶ国中４５位とまだまだ不十分。
一つ一つの会社、また一人一人が小さな課題解決から始めていけばこの順位も変わってくるだろう。
カーボンニュートラルやSDGｓへの取組が社会的課題となっていることを踏まえ、エコアクション21を活用し
て、これらの課題解決に向けて、全社挙げて推進していく。
　今回は登録審査で活動期間も短く環境経営方針、環境経営目標・計画、実施体制の変更は必要としない。

代表者による全体の評価と見直し・指示

地域での毎月の清掃活動のようす
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